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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

事
故
の
責
任
は
誰
に
？

人工知能の未来 10

どうなるどうなる

日
時　

２
０
１
８
年
１
月
28
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

滝
川
雅
之
氏
（
岡
山
市
開
業
、
岡
山
大
学
歯
学
部
臨

床
講
師
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

医
院
で
取
り
組
む
妊
婦
の
歯
科
治
療
〜
マ
イ
ナ
ス
１

歳
か
ら
の
〝
健
口
支
援
〞
の
す
す
め
〜

１
月
度
生
涯
研
修

日
時　

１
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

 

Ｊ
Ｅ
Ｃ
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
江
坂
４
階
（
地
下
鉄

「
江
坂
」
駅
１
番
出
口
）

講
師　

畑
﨑
清
孝
氏
（
堺
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

40
人

小
児
患
者
の
萌
出
異
常
歯
へ
の
挑
戦
―
床
矯
正
と
ブ

ラ
ケ
ッ
ト
矯
正
を
用
い
て
対
応
し
た
症
例

北
大
阪
地
区
講
習
会

日
時　

12
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

柿
本
直
也
氏
（
広
島
大
学
大
学
院
医
歯
薬
保
健
学
研

究
院
歯
科
放
射
線
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
科
臨
床
に
役
立
つ
Ｃ
Ｔ
の
読
影

12
月
度
生
涯
研
修

日
時　

１
月
20
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

と
み
も
と
歯
科
（
大
阪
市
港
区
）

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
５
千
円　
　

定
員　

16
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
の
バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ
ッ
ク
」

基
礎
編日

時　

 

２
０
１
８
年
２
月
３
日
（
土
）
午
後
５
時
30
分
〜
７

時
15
分

会
場　

 

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
・
グ
ラ
ス
ミ
ア
大
阪
21
階
「
ス
ノ

ー
ベ
リ
ー
」
の
間
（
地
下
鉄
四
つ
橋
線
「
な
ん
ば
」

駅
か
ら
徒
歩
５
分
）

講
師　

 

柳
澤
協
二
氏
（
国
際
地
政
学
研
究
所
理
事
長
、
元
内

閣
官
房
副
長
官
補
）

会
費　

無
料
（
市
民
公
開
）　
　

定
員　

１
５
０
人

※
講
演
後
、
会
員
を
対
象
に
懇
親
会
有
り

東
ア
ジ
ア
の
戦
争
危
機
と
日
本
の
針
路

政
策
学
習
会
・
市
民
講
座

日
時　

２
０
１
８
年
２
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
定
の
動
向
（
仮
）

政
策
学
習
会

　

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
判

断
に
基
づ
く
事
故
の
責
任
は

誰
が
負
う
べ
き
な
の
か
―

―
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
上

で
よ
く
出
さ
れ
る
の
が
「
ト

ロ
ッ
コ
問
題
」
だ
。
ブ
レ
ー

キ
の
壊
れ
た
ト
ロ
ッ
コ
の
前

方
に
５
人
の
作
業
員
が
い

る
。
進
路
を
変
え
れ
ば
避
け

ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
も
別
の

作
業
員
１
人
が
い
る
。
５
人

を
救
う
た
め
に
１
人
を
犠
牲

に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
の

か
、
と
い
う
倫
理
上
の
問
い

か
け
だ
。

　

完
全
自
動
運
転
（
レ
ベ
ル

４
）
に
は
、
事
故
が
回
避
で

き
な
い
場
合
の
対
処
策
を
プ

ロ
グ
ラ
ム
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
し
か
し
、「
多
数
を

救
う
た
め
に
少
数
を
犠
牲
に

す
る
」
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ

た
Ａ
Ｉ
カ
ー
が
人
を
は
ね
た

と
き
、
大
き
な
被
害
を
回
避

す
る
た
め
だ
っ
た
と
本
当
に

言
え
る
の
か
。
被
害
予
想
が

間
違
っ
て
い
る
可
能
性
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。

　

安
全
性
能
を
ど
ん
な
に
高

め
た
と
し
て
も
車
を
動
か
す

以
上
、
１
０
０
㌫
の
リ
ス
ク

回
避
は
で
き
な
い
。
５
月
下

旬
に
行
わ
れ
た
人
工
知
能
学

会
で
北
海
道
大
学
大
学
院
情

報
科
学
研
究
科
の
吉
岡
真
治

准
教
授
は
「
リ
ス
ク
は
常
に

あ
る
。
そ
の
責
任
は
運
転
手

が
負
う
べ
き
だ
と
い
う
認
識

を
持
っ
た
上
で
、
自
動
運
転

を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

突
然
、
道
路
が
陥
没
。
直
進
す
る

と
自
分
の
命
が
危
な
い
が
、
ハ
ン

ド
ル
を
切
る
と
通
行
人
を
は
ね
て

し
ま
う
。
Ａ
Ｉ
は
ど
う
判
断
す
る

の
か
？　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
税
を
主
張
す
る
前
に

理
事 

中
西
幹
夫

　

11
月
16
日
の
国
会
行
動
に

参
加
し
た
中
西
幹
夫
理
事
の

感
想
は
次
の
通
り
。

◇

　

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の

引
き
上
げ
を
求
め
、
議
員
と

面
談
し
て
要
請
す
る
と
と
も

に
、
国
会
内
集
会
に
参
加
し

た
。

　

自
民
議
員
の
中
に
も
歯
科

医
療
へ
の
関
心
と
重
要
性
の

認
識
の
高
ま
り
を
感
じ
た

が
、
財
源
に
つ
い
て
は
意
見

の
相
違
が
あ
っ
た
。
面
談
し

た
議
員
は
消
費
税
を
増
税

し
、
社
会
保
障
に
充
て
る
と

い
う
い
つ
も
の
主
張
だ
。

　

医
療
機
関
は
高
額
機
械
の

の
礎
を
つ
く
り
、
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
事
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

先
に
亡
く
な
ら
れ
た
元
協

会
組
織
部
長
の
高
浜
悦
子
先

生
と
は
、
か
つ
て
の
相
川
病

　

11
月
14
日
、
名
誉
理
事
の

益
川
光
夫
君
が
こ
の
世
を
去

っ
た
。
学
生
時
代
の
同
期
で

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
て

追
悼
の
辞
に
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

版
で
は
編
集
室
長
の
任
を
全

う
さ
れ
、
守
口
地
区
責
任
者

を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
協
会

　

皆
さ
ん
は
「
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」

（
ア
イ
キ
ャ
ン
）
を
ご
存
知

だ
ろ
う
か
。
２
０
１
７
年
の

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
決
ま
っ

た
こ
と
で
、
耳
に
し
た
人
も

多
い
と
思
う
。
核
兵
器
禁
止

条
約
の
成
立
に
尽
力
し
た
国

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
、
正
式
名
称
は

い
関
係
が
あ
る
。

　

「
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
は
２
０
０

７
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

結
成
さ
れ
、
日
米
英
な
ど
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
加
わ
り
、
核
兵
器

廃
絶
へ
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
日
本
か
ら
の

参
加
は
７
団
体
で
、
保
団
連

が
事
務
局
団
体
を
務
め
る

「
反
核
医
師
の
会
」
が
名
前

を
連
ね
て
い
る
。「
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ
」
発
足
時
に
は
、
国
内
向

け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
会

が
作
成
。
日
本
で
運
動
を
広

め
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

　

い
ま
、
核
兵
器
を
め
ぐ
る

世
界
情
勢
は
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア

で
は
北
朝
鮮
に
よ
る
核
開
発

が
続
い
て
い
る
が
、
７
月
に

国
連
で
成
立
し
た
核
兵
器
禁

際
世
論
に
な
っ
て
い
る
。

　

「
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
国
際
運
営

委
員
の
川
崎
哲
さ
ん
は
、
11

月
３
日
の
「
安
倍
改
憲
Ｎ

Ｏ
！　

国
会
包
囲
行
動
」
で

マ
イ
ク
を
握
り
、
核
廃
絶
へ

の
日
本
の
不
十
分
な
態
度
を

強
く
批
判
し
た
。
安
倍
政
権

は
米
国
と
歩
調
を
合
わ
せ
て

同
条
約
の
批
准
を
拒
否
。
９

条
改
憲
ま
で
計
画
し
て
い

る
。
こ
の
ま
ま
で
は
核
廃
絶

の
波
か
ら
取
り
残
さ
れ
、
平

和
国
家
と
し
て
の
国
際
的
な

地
位
を
失
い
か
ね
な
い
。

　

い
ま
、
協
会
で
は
核
兵
器

廃
絶
と
改
憲
ス
ト
ッ
プ
を
訴

え
て
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
」
と
「
９
条
改
憲
反
対
３

０
０
０
万
署
名
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
唯
一
の
被
爆
国

で
あ
り
、
平
和
憲
法
を
持
つ

日
本
で
、
政
府
と
市
民
が
ど

の
道
を
選
ぶ
の
か
。
世
界
か

ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

現
在
の
核
兵
器
の
破
壊
力

は
広
島
・
長
崎
原
爆
の
３
０

０
０
倍
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
力
に
よ
る
「
抑
止
」
競

争
の
先
に
は
破
局
的
な
結
末

し
か
な
い
。

　

保
団
連
は
開
業
医
宣
言
で

人
命
を
守
る
立
場
か
ら
、

「
核
戦
争
の
防
止
と
核
兵
器

廃
絶
が
現
代
に
生
き
る
医
師

の
社
会
的
責
任
で
あ
る
」
と

述
べ
て
い
る
。
歴
史
を
後
退

さ
せ
ず
、
核
な
き
世
界
を
実

現
す
る
た
め
に
、
日
本
人
で

あ
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

行
動
が
問
わ
れ
て
い
る
。
署

名
へ
の
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
し
た
い
。

「
核
兵
器
廃

絶
国
際
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」。

英
語
の
頭
文

字
を
取
っ
て

「
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」

と
呼
ん
で
い

る
。
実
は
全

国
保
険
医
団

体
連
合
会

（
保
団
連
）

や
協
会
と
深

止
条
約
に
は

１
２
２
カ
国

が
賛
成
し
、

核
兵
器
の
保

有
そ
の
も
の

が
違
法
化
さ

れ
た
。
核
兵

器
廃
絶
の
大

き
な
潮
流
は

抗
う
こ
と
の

で
き
な
い
国

　

協
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
核
兵
器
廃
絶
の
「
ヒ
バ
ク
シ

ャ
国
際
署
名
」
と
９
条
改
憲
反
対
の
「
３
０
０
０
万
署

名
」
に
つ
い
て
、
中
村
新
太
郎
理
事
（
反
核
医
師
の
会
常

任
世
話
人
）
が
会
員
の
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
署
名

用
紙
は
10
月
15
日
付
に
同
封
。

院
歯
科
で
ご
一
緒

だ
っ
た
関
係
も
あ

り
、
彼
の
地
で
語

り
合
っ
て
お
ら
れ

る
こ
と
だ
ろ
う
。

私
も
追
い
か
け
て

行
く
こ
と
に
な
る

が
、
も
う
少
し
協

会
の
行
く
末
と
我

が
国
の
変
化
を
見

届
け
た
後
、
３
人

で
思
い
出
を
語
り

会
え
る
時
を
楽
し

み
に
、
心
よ
り
ご

あ
り
、
協
会
の
草

創
期
か
ら
今
日
ま

で
共
に
歩
ん
で
来

た
。

　

40
年
ほ
ど
前
、

「
歯
科
保
険
医
の

会
」
か
ら
歯
科
保

険
医
協
会
へ
と
発

展
し
た
時
か
ら
財

政
部
長
と
し
て
、

そ
の
手
腕
を
振
る

っ
て
い
た
だ
い

た
。
協
会
設
立
20

周
年
記
念
誌
の
出

購
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
損

税
で
経
営
を
圧
迫
さ
れ
て
い

る
。
医
療
に
は
ゼ
ロ
税
率
を

適
用
す
べ
き
で
あ
る
。
消
費

税
の
課
税
品
目
か
ら
生
活
必

需
品
を
除
く
こ
と
も
欠
か
せ

な
い
。
国
民
に
増
税
を
訴
え

る
前
に
、
不
公
平
な
税
制
の

改
革
が
必
要
だ
。

　

集
会
で
は
病
院
看
護
師
、

ヘ
ル
パ
ー
が
医
療
現
場
で
の

オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
と
苦
悩
を

訴
え
た
。
悲
痛
な
叫
び
が
胸

に
響
い
た
。
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
度
の
生
活
を
訴
え

る
権
利
の
主
張
で
あ
る
。
国

の
無
策
は
憲
法
違
反
だ
と
痛

感
し
た
。
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